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学びあい  認めあい  支えあい 

令和３年度全国学力・学習状況調査結果等について 

 令和３年５月２７日（木）に実施されました調査の結果等についてお知らせします。 

  

 全国学力・学習状況調査ってどんな調査？         

                          

 調査の目的（文部科学省）              

〇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、

教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

〇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

〇そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

 調査の対象学年 

  小学校第６学年、 中学校第３学年 （本校は３年生１０３名が受検しました。） 

 

調査教科 

    国語、数学、（６年算数）  ＊平成２４年度から理科を追加。理科は 3年に 1度程度の実施 

 

 生活習慣や学校環境に関する質問紙調査   〇児童生徒に対する調査  〇学校に対する調査 

 

※長崎県では、「問題を正しく読み取り、複数の情報から必要な情報を選択したり関連付けたりすること、 

また、それらを基に自分の考えをまとめ表現することに課題がある。」という結果が出ています。 

 

 

令和３年度 全国学力調査（国・数）県学力調査（英）結果分析 

 成果 課題 改善策 

 

 

 

 

国

語 

 

 

 

○話し合いの中で質問の意

図を捉える、話し合いの話

題や方向を捉えて話す内容

を考えると言った「話すこ

と・聞くこと」は平均を上回

っており、話し合いの目的

や役割を意識して活動に取

り組めたことがうかがえ

る。 

○昨年度に比べ、「書くこ

と」が大きく平均を下回っ

た。自分の考えをもつこと

はできていても、それを文

章として表現する際の、語

句や文の使い方や段落相

互の関係を注意しながら

分を整えることを苦手と

する生徒が多いと考えら

○「書くこと」においては、

誰に向けて書くのか、相手

に伝わるためにはどのよ

うに書くべきかという相

手意識・目的意識を明確に

した活動に取り組ませる。

また、自分の書いた文章を

客観的に読み、文章を整え

る時間を設ける。 

   

日野中学校の結果は？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果について 

  質問紙調査結果から、生活習慣や学校環境に関する結果が学力面に影響を及ぼしている側面が見て取れるの

で、質問紙の結果も参考にし、子どもたちの生活習慣や学校環境についても同様に改善していかなければなら

ない。例えば、「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。」については、当てはまる、どちらか

と言えば当てはまると回答した本校生徒の割合は、全国、県平均を下回っている。また、「普段（月曜日から金

曜日）、1日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム等をしますか。」の問いについて、「3時間までしている」

と回答した生徒の割合は、県を 1 ポイント上回り、全国を 11.7 ポイント上回っている。学力向上のために

は、日々の生活改善が必要な面も大きい。今後、更に、ご家庭の協力を得ながら、授業改善、学力向上に取り

組んでいく必要があると考えている。（続きは、更に今後の学校だよりやHP等でお知らせします。） 

 

 

国 

語 

 

 

 

○「読むこと」領域に改善が

見られ、特に「文章に表れて

いるものの見方や考え方を

捉え、自分の考えをもつ」で

は、昨年度は平均を下回っ

ていたが、今年度は平均を

上回った。  

れる。 

○事象や行為などを表す

多様な語句についての理

解が、昨年度より平均を下

回り、語彙力に課題が見ら

れる。 

○新出語句以外でも、授業

の中で辞書を引く場面を

設け、言葉にこだわる姿勢

を育む。 

数

学 

〇すべての領域において、

昨年度の県学力検査から改

善が見られた。特に関数分

野では全国平均を上回り、

関数の意味を理解している

生徒が増加している。 

〇数量や図形などについて

の知識の定着が図られつつ

あり、「ていねいに書くこ

と」の実践が実を結んでい

ると考えられる。 

〇数学的な技能について

は、まだまだ定着が図られ

ていないところがある。 

〇「資料の活用」の領域で

は、「中央値」や「度数」

など、基本的な用語の意味

や計算方法などが定着し

ていない。 

〇記述式の正答率が低く、

既習内容を用いて自分の

考えを説明することを苦

手とする生徒が多いと考

えらえる。 

〇自分の考えを表現する

時間を確保する。授業の中

で周囲に対して説明する

時間を設け、「書く」前に

「言葉に出す」ことからは

じめ、徐々に自分の考えを

「書く」ことができるよう

にする。 

〇「資料の活用」の領域に

関する基本的な知識やそ

の用途について復習がで

きる課題に取り組ませる。 

英

語 

○英語を聞いて正しい選択

肢を選ぶことについては、

ほぼ県平均に達しており、

聞いて理解し判断する力が

ついてきていると思われ

る。 

○英文を読んで適切な語を

選択すること、ポスターや

会話文、長文を読んで 

内容を読み取る力も、ほぼ

県平均に達している。 

○与えられた情報からそ

れを説明する英文を書く、

会話の流れを読んで適切

な疑問文を書く力が不十

分である。 

○与えられた課題に対し、

自分の意見とその理由を

２０語以上の英文で書く

問題は、取り組もうとする

意欲は見られるが、２０語

以上書くことのできる生

徒が非常に少なかった。 

○書くことについて、日常

の授業で自分の意見を英

文にしたり、理由をつけて

表現したりする機会を増

やす。 

○自分の意見を述べるた

めには、意味を理解して書

くことのできる基礎的な

単語を増やす必要がある。

家庭学習の中で単語を書

いて覚える時間を確保す

るようにする。 


